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6栄 議第 31号 3

平成 26年 12月 25日

長野県栄村議会

議長 福 原 和

請願の審査結果について (通知)

平成26年 11月 22日 付で提出されました請願書につきまして、平成26

年第4回 (12月 )栄 村議会定例会において審査を行いました。

その結果、下記のとおりとなりましたのでお知らせいたします。

1、 件 名   手話言語法等の制定を求める請順書

2、 審 査 結 果   採 択 (平成 26年 12月 18日 可決)

3、意見書の提出日   平成26年 12月 25日 (別紙 意見書のとおり)

4、 意見書の提出先 衆議院議長
‐参議院議長

内閣総理大臣 0長野県知事

記



手話言語法等制定を求める意見書

社 院鞍
参磁院議長
内閣総理大臣
長野県知事

様

様

様

様

孝

昭

〓
一
一

信

正

晋

守

村

崎

倍

部

町

山

安

町

平成 26年 12月 25日
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2o06年 (平成 18?12月
に国連総会にぉぃて採択され、2o14年 (平襲ll進し、劣臨奎し、̀を促進する。Jこ とを目的とし1障 響者の1めてぃる。

同条第2条では、晴 動 とは、「音声

尋
覇勇∬『顧重βξ

の形態の非音声言諄

をいぅ。Jと 定義され、また、2oll年
       )月 に改正された障害

者基本法の第3条第3項 では、「全て障害者

ζズ菅鷺彗腎毎「『1可 覗亀l警 ム

その他の意思疎通のための手段にっぃてのiと定めてぃる。

疎二塁墓∴幌』議覇覇電智と略者墓簾通聾習粛『
語と認められ、説|、具体ィビを定湾

                  ___
言語に手話が含まれると、ろう学校教育で

:壺 ′:,1:亀 晃奪梶7で

の手話

にょる情報保障等と、手話にっぃての正しぃ手話が日本語と同等の言語でぁることを広め、ろぅぁ者が家庭・学校・地域社

会などぁらゅ
,場 で手話が使用でき、手話にょぅ豊かな文化のもとで生活でき

る社会を実現Fる必要がぁる。
たキ撃峯ぎ量饉F下

にぉぃては、手話
亀三電等を踏まぇ、全て?国民を対象とし

」にっぃて、早
      :ぅ 強く要望する。以上、地方自治法第 99条 の規定に基づき意見書を提出します。


